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メ
ン
バ
ー
の
中
で
料
理
人
は
私
含
め
２
人

な
の
で
す
が(

笑)

」
と
団
体
に
つ
い
て

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。　

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲

弊
す
る
医
療
従
事
者
へ
の
料
理
提
供
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
目
的

と
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
食
事
会
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
食
材
の
地
産
地
消
活
動
な
ど

を
行
っ
て
お
り
、
伊
佐
市
で
も
、
令
和
３

年
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
で
は
、
猛

暑
の
な
か
後
片
付
け
作
業
を
行
う
住
民
の

み
な
さ
ん
に
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と
パ
エ
リ
ア

を
振
る
舞
い
ま
し
た
。
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佐
市
の
名
産
品
「
金
山
ね
ぎ
」、
出

　
　
　

荷
準
備
の
際
に
、
商
品
の
規
格
か

ら
外
れ
た
青
葉
部
分
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
は
ご
存
知
で
す

か
？
12
月
中
旬
、
そ
の
廃
棄
さ
れ
る
は
ず

だ
っ
た
も
の
を
使
っ
て
開
発
さ
れ
た
「
金

山
ね
ぎ
ア
ヒ
ー
ジ
ョ
オ
イ
ル
」
の
販
売
が

始
ま
り
ま
し
た
。
結
果
は
大
好
評
。
慌
て

て
追
加
販
売
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
！
食
で
鹿
児
島
や

故
郷
の
伊
佐
を
盛
り
上
げ
た
い
！
」
と
熱

い
想
い
を
語
る
の
は
、
商
品
の
開
発
者
で

料
理
人
の
冨
重
正
宣
さ
ん
。
伊
佐
市
菱
刈

の
出
身
で
、
東
京
の
調
理
専
門
学
校
卒
業

後
に
単
身
渡
仏
、
帰
国
後
は
城
山
ホ
テ
ル

鹿
児
島
で
料
理
の
腕
を
磨
い
た
の
ち
、
産

婦
人
科
シ
ェ
フ
や
高
校
の
非
常
勤
講
師

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
経
て
２
０

２
０
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「M

A
S
A’S

KITCHEN

（
マ
サ
ズ
キ
ッ
チ
ン
）」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　

「
メ
ン
バ
ー
構
成
は
大
学
生
か
ら
70
代
、

フ
ラ
ン
ス
人
の
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
社
会

貢
献
、
地
域
振
興
、
環
境
活
動
に
繋
が
る

料
理
を
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
活

動
し
て
い
ま
す
。KITCHEN

と
い
っ
て
も

伊

冨
重 

正
宣
さ
ん

もったいない！
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さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

な
か
で
も
、
フ
ー
ド
ロ
ス
削
減
活
動
に
つ

い
て
は
、
団
体
結
成
前
か
ら
約
10
年
に
わ

た
り
取
り
組
ん
で
き
た
そ
う
で
す
。
当
時
、

高
校
の
非
常
勤
講
師
を
し
て
い
た
関
係
で
、

授
業
の
素
材
探
し
の
た
め
に
、
農
家
や
選

果
場
を
見
て
回
っ
て
い
た
冨
重
さ
ん
。
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
選
果
場
を
見
学
し
た
際
に
、

片
隅
に
置
か
れ
た
大
量
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
が

入
っ
た
箱
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
何
に

使
わ
れ
る
の
か
尋
ね
る
と
「
廃
棄
」
と
の

答
え
。「
大
き
さ
や
傷
が
原
因
で
商
品
と
し

て
出
荷
で
き
な
い
も
の
で
、
味
は
商
品
と

し
て
お
店
に
並
ぶ
も
の
と
変
わ
ら
な
い
」

と
い
う
話
を
聞
い
て
、
驚
き
と
と
も
に

も
っ
た
い
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
き
上

が
っ
た
そ
う
で
す
。
料
理
人
と
し
て
何
か

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
さ
っ
そ

く
活
用
方
法
を
模
索
、
試
行
錯
誤
の
う
え
、

規
格
外
ト
マ
ト
を
使
っ
た
冷
凍
ソ
ー
ス
を

開
発
し
ま
し
た
。
「〝
も
っ
た
い
な
い
〟
と

い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
日
本
で
は
毎
日
、

ひ
と
り
あ
た
り
茶
碗
１
杯
分
の
食
材
が
廃

棄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
経
験
は
と
て

も
貴
重
な
も
の
で
し
た
」
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
使
っ
て
食
の
魅
力
発
信
も

行
っ
て
い
る
冨
重
さ
ん
は
、
生
産
者
の
想

い
や
食
材
の
こ
と
を
も
っ
と
知
る
た
め
に
、

定
期
的
に
農
家
の
手
伝
い
に
出
向
い
て
い

る
そ
う
で
、
金
山
ネ
ギ
の
廃
棄
が
あ
る
こ

と
も
そ
の
活
動
を
通
し
て
知
り
ま
し
た
。

「
農
家
さ
ん
の
想
い
や
苦
労
を
感
じ
る
こ

と
で
、
食
材
を
無
駄
に
は
で
き
な
い
と
い

う
思
い
が
よ
り
強
く
な
る
」
と
フ
ー
ド
ロ

ス
削
減
第
２
弾
へ
の
想
い
を
話
し
ま
す
。

　

「
伊
佐
に
は
、
お
米
や
焼
酎
以
外
に
も

誇
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

金
山
ね
ぎ
も
そ
の
ひ
と
つ
。
今
回
の
話
題

性
も
含
め
、
金
山
ね
ぎ
と
い
う
名
前
が
広

が
り
、
伊
佐
の
魅
力
発
信
に
繋
が
れ
ば
嬉

し
い
」
と
話
す
冨
重
さ
ん
。
伊
佐
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
続
け

て
い
く
と
話
す
姿
に
は
、
伊
佐
へ
の
愛
が

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

料理人 料理人  ふるさと  ふるさと  SDGs SDGs料理人 料理人 × ふるさと  ふるさと × SDGs SDGsイサモリイサモリ

あっぱれ!あっぱれ! Vol.39Vol.39

ねぎを提供する上之原毅さん▲
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自治会を知ってもらおう

　自治会の副会長として２年務めたのち、

会長となって２年目です。この間コロナ

禍で自粛が続き３年間は年４回の美化活

動以外はほとんど行事は出来ませんでし

たが、今年度に入り徐々に行事を再開し

ています。活動としては新しい公民館建

設・無線放送設備の導入・防犯灯の設置

等がありました。自治会長になると自治

会内の問題箇所、整備等が必要な所を市

の「むらづくり方策等」を活用し整備が
御書 政文さん

自治会長

　自治会は、住民がお互いに助け合い、共に考え、住みやすい地域にしていく
ための基礎組織です。少子高齢化で人口が少なくなっていく中、次世代の地域
づくりの重要な担い手である子どもや若者の参加が非常に重要です。生活・仕
事・家庭環境などで自治会活動への参加が困難な人も多いかと思います。加入
するだけでも力となります。地域に寄り添い、できる範囲での協力で良いと思
います。みなさんで力を合わせ、地域の安心・安全を創っていきましょう。

　自治会に加入しない理由は個人の事情によってさまざまです。

未加入の人に、まずは、加入するメリットや会費の使途などを

説明して自治会の良さを知ってもらうことが第一歩です。子育

て世代には、親睦行事や子どもへの見守り交通安全活動、子ど

←←← 加入方法については地域振興課へご連絡ください。

も会活動を説明し、子どもとのつながりを生か

した案内をすると効果的です。地域の行事（ス

ポーツ大会や祭り等）に誘ってみるのも、自治

会に関心を持ってもらえるチャンスです。幅広

い世代とコミュニケーションをとることで子ど

もは学校や家庭でできない体験ができ、高齢者

は地域の子どもたちの成長が楽しみになります。

出来るのがいいと思います。年始の地震

災害をみると、いかに地域の連携が大事

かが分かります。高齢者も増えています

が回覧板をもっていく際、玄関や台所で

倒れていた高齢者をみつけられた方が救

急車を呼び命を救えたこともありました。

子どもや高齢者が孤立しない

よう安心安全な見守り活動

が非常に大切だと感じて

います。

自治会加入ののすすめ

自 治 会 紹 介 大島南自治会



5　　広報いさ  2024.03.01

　自治会の子ども会長として１年、青壮

年部長として２年目です。自分が腰の持

病で動けなかった時も部員みんなの支え

があって活動を続けることができました。

地域に寄り添い人と人とが心を通わせて

いろんなことを体験できることが自治会

活動で培った本質だと感じています。コ

ロナ収束以降は、花見・奉仕作業・六月

灯・校区文化祭駅伝大会・鬼火焚き等行

事が盛大に行われました。駅伝大会では

・世帯数は 91世帯　高齢者率（65歳以上）は 50％を超えようとしている（令和５年 12月 31日現在）。

青壮年部長

寺師 大さん

　あなたの住むまちが秩序が守られ比較的安全だとしたら、

それは偶然ではなく、自治会などの地域団体が防犯や防災の

ために日々の努力をしているからかもしれません。 

　住民同士がまちのために力を合わせることから生まれる信

頼は、安心と安全を育み、犯罪や孤立のリスクを減らして私

たちを守ってくれます。  

　夜道を照らす街灯の設置や安全で清潔な公園など、自治会

の活動は公共性が高いため、そのメリットは会員以外の人々

にも広くおよんでいるのです。

　数十年前と比べて自治会加入率は減っています。 

　住民同士がまちのために力を合わせなければ、今ある安全

や安心も、いつかは消えていきます。

あなたの住んでいる地域が住みよい環境にあるのは、

地域の誰かが頑張っているから 

 一緒に自治会活動をはじめてみませんか。

「自治会に入っていなくてもとくに困ったことはない。
めんどうだし、よくわからないし、このままでいいや」
そう思ったことはありませんか？

体育部長と監督と選手の一人三役のめま

ぐるしい一日でしたが、コロナ禍で会え

なかった地域の人達が沿道で応援してく

れて大変感動しました。活動の段取りや

連絡をする際、ＳＮＳを活用したり

して周知等を広げていき、活動は

アナログで事務はデジタルを進

めてゆっくり楽しく面白くをこ

ころがけています。

みんなの生活を守るためにあなたの力をお貸しください。

自治会に加入して

安全 ･ 安心な生活を

問い合わせ先　　地域振興課コミュニティ活力推進係　☎２９－４１１３　　　３２５内線

あなたの知らない、

自治会活動を

お教えします。
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まち 話題のまち 話題の

　平出水中央自治会が、河川愛護運動の優良

団体として県知事表彰を受けました。

　姶良・伊佐地域振興局の北薗哲也建設部長

は「美化活動は、地域の交流はもちろんだが、

みなさんの心に潤いを与える。他団体の模範

となるよう今後もご協力いただきたい」と賞

状を手渡しました。

　西ノ原浩一自治会長は「古くから続いてい

る活動。地域では高齢化が進み、若い担い手

の確保は簡単ではないが、地域を自分たちで

守るという思いをもって今後も頑張っていき

たい」と話しました。

地域の河川を守る

２ ５

台湾 ・ 花蓮市と友好交流協定 締結

　伊佐市は、台湾の東海岸にある花蓮市と友好交流

協定を締結しました。

　台湾福岡総領事館の陳銘俊総領事から提案を受け、

首長や職員同士のオンライン交流を複数回実施。昨

年 11 月には、魏嘉彦市長はじめ花蓮市役所の職員

ら 10 人が伊佐市を訪問するなど交流を重ね、今回

の協定に至りました。

　１月 31 日、花蓮市での式典において、橋本市長

と魏市長が協定書に署名し、教育、文化や芸術、ス

ポーツ、観光、産業など幅広い分野で、今後、両市

の友好交流を推進していくことを確認しました。

１ 31

　九州郵便局長協会から伊佐市に折り畳み式車いす

２台が寄贈されました。贈呈式に出席した針持郵便

局の隈元啓一郎局長は「市内に 10 ある郵便局のコ

ミュニティを活かし、連携を取りながら、市民のみ

なさんが安心安全に暮らせるまちづくりに協力して

いきたい」と話しました。

　寄贈された車いすは、市役所大口庁舎、まごし温

泉で活用されます。

車いす寄贈
２ ２

　工場緑化に顕著な功績があった工場を表彰

する、緑化優良工場等表彰（全国みどりの工

場大賞）で大口酒造第二蒸留所が、最高賞の

経済産業大臣賞を受賞されました。

　橋本市長に報告に訪れた、大口酒造株式会

社の向原英作代表取締役社長は「この度の受

賞は、従業員の日頃の頑張りが評価されたも

ので、会社全体でいただいた賞。嬉しい気持

ちと感謝の気持ちでいっぱい。今後もこの状

態を維持しつつ、よりきれいな工場をめざし

たい」と受賞の喜びを話されました。

経済産業大臣賞受賞

２ ５
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　伊佐市認定農業者の会主催の研修会が行わ

れ、農業者ほか関係機関から約 50 人が参加、

農家と求職者を繋ぐ無料アプリ開発者の鎌倉

インダストリーズ㈱原雄二社長を講師に迎え、

新たな働き方として広がる短期間だけアルバ

イトで農業を手伝う「１日農業バイト（デイ

ワーク）」について紹介がありました。

　研修会ではアプリの操作方法や受入れ農家

の心構えなどについて学び、参加者からは「働

き手を確保する手段として

の可能性を感じた」、「まずは

自分が他農家でアルバイト

体験をしてみたい」など前向

きな声が聞かれました。

１日農業バイト

デイワーク研修会

２ ２

１日農業バイト

　北薩森林管理署、県猟

友会伊佐支部、伊佐市の

３者は、布計国有林内の

新植地に野生動物撃退装置

（※モンスターウルフ）と、くくり

ワナを設置し、防除と捕獲を連携させた新し

い鳥獣被害対策の実証に乗り出しました。

　北薩森林管理署の佐藤敏郎署長は「全国で

も初めての取組み。15 基の定点カメラも設

置し効果を見極めたい」また、猟友会の清水

剛吏会長は「とにかく個体を減らす対策を打

たないと被害は軽減しない。しっかりと連携

してやっていく」と述べました。

※オオカミの姿を模し、左右に首を振りながら大音

　響と高輝度点滅 LED で有害鳥獣を威嚇する装置

モンスターウルフ

２ ６

　大口高校の１、２年生が忠元公園でロード

レース大会を行いました。レースでは周回コ

ースに加え、あえて坂道を取り入れています

が、それは新納忠元が定めた「二才咄格式定

目」にある「山坂達者」の精神にちなんでの

ことだそうです。生徒らは坂道ですれ違う際

に「あと少し！頑張れ！」などお互いに声を

掛け合いながらコースを走り切りました。

　若松陽斗さん（１年）は「きつかったが、

周りの声援が励みになった。これからも体力

作りを頑張ります」と話しました。

新納忠元の教え

２ ９

　「これからの伊佐を担う子どもたちが、元気

に成長してほしい」という願いを込めて、サン

キョーミート株式会社から市に鹿児島県産黒豚

肉 62Kg が寄贈されました。いただいたお肉

は「豚汁」として学校給食で提供され、羽月小

学校では同社員との給食交流が行われました。

　参加した管理課長の立嶋佑丞さんは「子ども

たちに笑顔で楽しく学校生活を過ごしてもらい

たいというのが一番。お友達との勉強や運動な

どいろいろな楽しみがあると思うが、おいしい

給食も楽しみの中のひとつになってくれると嬉

しい」と話しました。

トンでもないおいしさ

１ 26
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まち 話題のまち 話題の

　曽木小学校の児童らが、ピザ窯を使ったピ

ザ焼体験を行いました。同校の名物イベント

であったニジマス釣り大会が、プールの改修

等に伴い実施できなくなったことを受け、同

校の親父の会とコミュニティ協議会が思い出

づくりにと企画しました。

　参加した小島羽衣音さん（６年）は「ピザ

作りは初めての経験。好きな具材だけを乗せ

て自分好みのピザができた。大満足です」と

アツアツのピザを頬張りました。

上手に焼けたよ

２ ４

　伊佐市シルバー人材センターが、まごし館前で交通安全

キャンペーンを行いました。「おめめパッチリパンジー大

作戦」と称し、パンジーの苗約 500 株をドライバーへ手

渡し、安全運転を呼びかけました。

　安全委員長の池田伊智子さんは「会員たちが交通安全の

願いを込めて育てたパンジー。大切に育てて交通安全意識

を高めてほしい」と話しました。

安全運転で１ 25

　40 歳以上が参加するシニアラグビー。福岡、

熊本、鹿児島から４チーム、40～80代の 110人

の選手が伊佐市陸上競技場に集い「第１回伊佐ラ

グビー交流試合」が開催されました。市民団体「き

ばいが！伊佐」が地域活性化のために大会を企画。

当日は雨も降りましたが、寒さをものともしない、

ハツラツとしたプレーが繰り広げられました。

　今大会の選手最高齢は福岡県の薄善行さん

（82）。「地域活性のお手伝いができてうれしい。

伊佐市はとても良いところ。また来年も参加した

い」と笑顔で話しました。

ノーサイド！

１ 28

　大口ロータリークラブと、大口明光学園高校イ

ンターアクトクラブの生徒９人が、合同で能登半

島地震の義援金を集める募金活動を実施しました。

ニシムタ大口店で行われた募金活動では、多くの

人が笑顔で応じ被災地の早い復興を願いました。

　参加した前田悠貴部長（２年）は「水俣市出身

で熊本地震を経験した。今の自分があるのは多く

の支援があったおかげ。苦しい思いをしている被

災者の役に立てればうれしい」と話しました。

被災地の復興を願う
１ 27

希望の架け橋へ

２ 10

　令和３年７月の豪雨により被災した、羽月西校

区第二辺母木橋の復旧工事が竣工し、渡り初め式

が行われました。

　親子三代で渡り初めに参加した、辺母木自治会

の今𠮷光一自治会長は「歴史が長く、みなさんそ

れぞれに思い入れのある橋だったので、水害で流

されたのを見ると辛かった。自治会も人が少なく

なる中で、完成した橋が地域同士を繋ぐ希望の架

け橋になることを願っています」と話しました。
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問い合わせ先　伊佐市基幹相談支援センター（伊佐市役所福祉課内）　☎２３－１３１７

基幹相談支援センター

だより

ト
ラ
ウ
マ(

こ
こ
ろ
の
ケ
ガ
※)

今
回
は
な
か
な
か
目
に
は
見
え
に
く
い
ト
ラ
ウ
マ
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ガ
」

　

と
表
現
し
て
い
ま
す

⑫

●
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
？

　
「
こ
こ
ろ
の
ケ
ガ
の
仕
組
み
」

　

こ
こ
ろ
の
ケ
ガ
の
記
憶
が
整
理
さ
れ
て
い

な
い
ま
ま
で
い
る
と
、
些
細
な
こ
と
で
脳
の

ア
ラ
ー
ム
ス
イ
ッ
チ
が
押
さ
れ
、
心
と
身
体

が
「
非
常
モ
ー
ド
」
に
な
り
ま
す
。
そ
の
反

応
と
し
て
感
情
が
不
安
定
に
な
っ
た
り
、
人

と
関
わ
る
こ
と
を
避
け
て
し
ま
っ
た
り
し
ま

す
。
し
か
し
本
人
が
困
っ
て
い
る
状
況
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
周
り
の
人
か
ら
は
問
題
行
動

を
し
て
い
る
「
困
っ
た
人
」
と
扱
わ
れ
、
更
に

本
人
を
苦
し
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
回
復
に
む
け
て
の
取
り
組
み
は
？

　

安
全
な
環
境
の
な
か
で
、
周
り
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
回
復
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

ず
は
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ガ
に
つ
い
て
知
り
、
少

し
ず
つ
こ
こ
ろ
の
体
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
こ
こ
ろ
の
ケ
ガ
の
反
応
が

ど
の
よ
う
な
と
き
に
起
き
る
の
か
、
き
っ
か

け
や
パ
タ
ー
ン
に
気
づ
く
こ
と
。
ま
た
気
持

参
考
：
子
ど
も
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
by
ぷ
る
す
あ
る
は

●
ど
ん
な
状
態
？

　

と
て
も
怖
く
て
、
辛
く
て
、
自
分
で
も
ど

う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
「
出
来
事
」

を
体
験
し
た
こ
と
で
、
こ
こ
ろ
や
身
体
に
い

ろ
い
ろ
な
症
状
が
出
る
こ
と
が
続
い
て
生
活

に
も
影
響
が
出
る
状
態
で
す
。

●
こ
こ
ろ
の
ケ
ガ
に
な
る
こ
と
の
あ
る

　
「
で
き
ご
と
」
の
例

●
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
の
？ 

　
「
反
応
」
の
例

ち
が
落
ち
着
か
ず
ざ
わ
ざ
わ
し
た
と
き
の
対

処
法
を
考
え
て
お
く
こ
と
も
良
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
例
え
ば
手
軽
に
で
き
る
リ
ラ
ッ
ク

ス
法
（
深
呼
吸
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
）
を
試

し
て
み
た
り
、
楽
し
め
る
こ
と
や
ほ
っ
と
で

き
る
こ
と
を
し
て
み
た
り
す
る
こ
と
も
効
果

的
で
す
。
そ
し
て
、
普
段
の
生
活
の
中
で
で

き
そ
う
な
こ
と
を
少
し
ず
つ
取
り
入
れ
る
こ

と
も
大
切
で
す(

例
：
朝
決
ま
っ
た
時
間
に

起
き
る
、
昼
間
は
体
を
動
か
す
機
会
を
作
る
、

夜
は
し
っ
か
り
休
む
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
し
た
が
、
人
に
よ
っ
て
合
う
合
わ

な
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
実
際
に
や
っ
て
み

て
、
合
う
も
の
は
取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
取
り
組
む
気
力
が
な
い
ほ

ど
不
調
が
続
く
場
合
は
専
門
機
関
へ
相
談
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ガ
は
人
と
の
関
わ

り
で
癒
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
態
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と

を
知
っ
た
上
で
、
そ
の
人
へ
の
理
解
や
安
心

で
き
る
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
作
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

    

・・
災
害
（
地
震
、
火
事
な
ど
）

　

や
事
故
で
怖
い
思
い
を
し
た

    

・・
暴
力
を
振
る
わ
れ
た
り
、

　

ひ
ど
い
こ
と
を
言
わ
れ
た
り
し
た

    

・・
い
じ
め
ら
れ
た

    

・・
暴
力
や
激
し
い
喧
嘩
、
人
の
死
を
見
た
り
し
た

    

・・
大
切
な
人
が
急
に
亡
く
な
っ
た
り
居
な
く
な
っ

　

た
り
し
た

    

・・
嫌
な
の
に
身
体
を
触
ら
れ
た
り
、
抱
き
つ
か

　

れ
た
り
し
た

    

・・
子
ど
も
の
こ
ろ
、
食
事
の
準
備
や
身
の
周
り

　

の
世
話
を
し
て
も
ら
え
ず
、
一
人
で
過
ご
す
時

　

間
が
多
か
っ
た　

な
ど
‥

    

・・
身
体
の
調
子
が
悪
い

    

・・
出
来
事
を
思
い
出
さ
な
い
よ
う
に
避
け
る

    

・・
マ
イ
ナ
ス
の
考
え
や
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

    

・・
ボ
ー
っ
と
し
て
し
ま
う

    

・・
怖
か
っ
た
出
来
事
を
急
に
思
い
出
す

    

・・
周
り
の
人
と
う
ま
く
い
か
な
い

    

・・
イ
ラ
イ
ラ
し
て
落
ち
着
か
な
い

※
こ
こ
ろ
に
ケ
ガ
を
し
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
状
態

　

に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
本
人
が
悪
い
わ

　

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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劇
は
、
物
語
を
介
し
た
出
会
い

の
場
で
す
。
新
し
い
出
会
い
が
あ

れ
ば
、
友
達
の
意
外
な
一
面
を
発

見
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
劇
の

中
な
ら
も
う
会
え
な
い
あ
の
人
と

再
会
す
る
こ
と
だ
っ
て
で
き
ま
す

し
、
忘
れ
て
い
た
自
分
を
取
り
戻

す
こ
と
だ
っ
て
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
劇
の
世
界
で
は
子
ど
も

も
大
人
も
優
劣
が
な
く
み
ん
な
対

等
で
あ
る
こ
と
や
、
方
言
を
話
せ

る
こ
と
が
い
か
に
豊
か
な
こ
と
か
、

と
い
う
こ
と
も
今
回
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　

も
し
か
し
た
ら
劇
は
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
の
地
域
づ
く
り
を
考
え

る
大
き
な
力
に
な
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

（
西
上　

寛
樹
）

地域おこし協力隊

VOICE

伊佐の魅力を発信！
　

1
月
27
日
、
菱
刈
図
書
館
の
和

室
で「
第
２
回
お
話
づ
く
り
講
座
」

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
発
表
会
を
行
い

ま
し
た
。
今
年
は
４
名
の
受
講
生

が
劇
の
脚
本
を
書
き
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
脚
本
を
、演
劇
集
団
非
常
口
・

大
口
明
光
学
園
演
劇
部
・
大
口
子

ど
も
劇
場
・
チ
ー
ム
ち
む
ど
ん
な

ど
、
普
段
か
ら
演
劇
に
携
わ
っ
て

い
る
方
々
の
他
に
、
広
報
紙
を
見

て
集
ま
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
も

含
め
た
総
勢
27
名
の
演
者
が
読
み

上
げ
、
50
名
ほ
ど
の
お
客
さ
ん
に

お
聞
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

書
き
手
が
い
て
、
演
者
が
い
て
、

聞
き
手
が
い
る
。

春の足音が近づいてきましたね。 草木染用の植物は何を育てよう
かと準備を始めています。

◀ こちらから発表会の様子や脚本を
　ご覧いただけます

古民家お掃除、 最近は納屋に着手しています。 少しずつでもスッキリ
してくると嬉しいですね！

協力隊員任期が 2 年目に入りあっという間の日々を過ごして
います。 現在、 新しい取り組みに向け準備中です！

坂　元

田　中
（亜）

卒隊カフェでは、 リペア品サンプルの展示と小物販売、
靴底縫付けの公開作業をします。

田　畑

協力隊の活動発表をイベントとして行うのも最後になります。
土器もお皿として問題なく使える！と思っていただけるよう
頑張って制作いたします。

佐　野

「
卒
隊
カ
フ
ェ
」
の
Ｄ
Ｍ
は
、
伊
佐
市
役
所
大
口
庁
舎
2
階
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
詰
所
前
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ご
自
由
に
お
取
り
く
だ
さ
い
！

石　田

（久）
田　中

演者・書き手のみなさん
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問い合わせ先　伊佐湧水警察署　☎２２－０１１０

１
１
０
番

だ
よ
り

若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
防
止

※
若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
：
16
歳
か
ら
24
歳
ま
で
の
ド
ラ
イ
バ
ー

人
生
の
年
輪

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る

問い合わせ先　長寿介護課地域包括支援係　☎２３－１３１１　　　１２２２

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を

地
域
で
支
え
る

 

介
護
予
防
講
演
会

　
「
笑
っ
て
延
ば
そ
う
健
康
寿
命
！
」

介
護
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー　

石
田
竜
生
氏

日 

時　

３
月
24
日
（
日
）
14
時
～

会 

場　

伊
佐
市
文
化
会
館

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

将
来
の
あ
る
若
者
た
ち
が
、「
交
通
事
故
」
で
悲
惨
な

運
命
を
た
ど
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
に

「
安
全
運
転
」
の
声
か
け
を
行
い
、
命
の
尊
さ
と
法
令
遵

守
の
義
務
、
運
転
者
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
す
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
し
ょ
う
。

ご
家
族
や
同
乗
さ
れ
る
人
へ
！

　運転する際は、自分の運転能力を過信することなく、

次のルールとマナーを守った安全運転で交通事故を防止

しましょう。

● 適正な車間距離をとる
● スピードを抑える
● 危険を予測した
 　「かもしれない運転」をする

若年ドライバーのみなさんへ

　

卒
業
や
就
職
シ
ー
ズ
ン
を
目
前
に
控

え
た
こ
の
時
期
は
、
新
た
に
運
転
免
許

を
取
得
す
る
若
者
（
初
心
運
転
者
）
の

交
通
事
故
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
的
に
若
者
は
、
ほ
か
の
年
齢
層

に
比
べ
て
、
次
の
よ
う
な
事
故
が
多
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

○
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
に
よ
る
事
故

○
自
動
二
輪
車
や
原
動
機
付
自
転
車
に

　

よ
る
事
故

○
わ
き
見
に
よ
る
事
故

○
ハ
ン
ド
ル
操
作
の
誤
り
に
よ
る
事
故

【
事
故
の
原
因
】

○
運
転
技
能
や
経
験
の
未
熟

○
道
路
に
潜
む
危
険
性
を
読
み
取
る
能

　

力
や
判
断
力
の
不
足

○
若
者
の
特
性
で
あ
る
反
射
神
経
や
運

　

動
神
経
の
過
信

　

２
月
15
日
、「
認
知
症
の
人
が
尊
厳

や
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
共
生
社
会

の
実
現
」
を
テ
ー
マ
に
、
認
知
症
施
策

推
進
の
た
め
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
医
師
や
警
察
、
介
護
事
業
者
、

ヤ
ク
ル
ト
販
売
員
な
ど
地
域
の
関
係
者

22
人
が
参
加
し
、
令
和
６
年
１
月
１
日

施
行
の
「
認
知
症
基
本
法
」
に
沿
っ
て
、

認
知
症
の
正
し
い
理
解
や
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
の
社
会
参
加
の
機
会
確
保
、

交
通
安
全
な
ど
、
日
頃
の
活
動
か
ら
見

え
る
課
題
や
施
策
に
対
す
る
要
望
な
ど

多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

国
の
推
計
に
よ
る
と
、
認
知
症
高
齢

者
数
は
、
令
和
７
年
に
は
約
７
０
０

万
人
（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
５
人

に
１
人
）
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
今
や
認
知
症
は
誰
も
が
関
わ
る

可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で
す
。
地

域
の
高
齢
者
支
援
に
携
わ
る
関
係
者
と

連
携
を
図
り
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
が
尊
厳
や
希
望
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

共
生
社
会
、「
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま

ち
」
を
め
ざ
し
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住

内線

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
介
護
や
医
療
、
生
活
支
援
等

の
地
域
の
相
談
窓
口
と
し
て
、
高
齢
者

の
み
な
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
住
ま
い
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 
相談先相談先

● 大口地域包括支援センター
　☎２３－２３７７
● 菱刈地域包括支援センター
　☎２６－１３０７
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●
尊
い
命
が
失
わ
れ
な
い
た
め
に

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は
「
自
殺

は
そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
社
会

問
題
」
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
身
近
な
問
題
と
し
て
、
自
分
や

家
族
の
大
切
な
「
い
の
ち
」
を
こ
の
機
会

に
見
つ
め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
」
と
思
っ
た

ら
声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
安
易
な
励

ま
し
や
説
得
、
価
値
観
の
押
し
付
け
は
せ

ず
に
、
本
人
の
思
い
を
尊
重
し
な
が
ら
耳

を
傾
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
専
門
家

へ
の
相
談
や
治
療
に
よ
り
、
大
切
な
「
い

の
ち
」
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
早
め
に
専
門
機
関
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　悩んでいる本人も、家族や周囲の

人も、ひとりで抱え込まずに話をし

てみませんか？話すことから解決の

道が開けます。

ひとりで抱え込まないで
康
に
配
慮
し
な
い
な
ど

⑤
仕
事
の
負
担
が
急
に
増
え
る
、
大
き
な

　

失
敗
を
す
る
、
職
を
失
う

　

過
労
は
心
身
の
健
康
を
害
し
、
自
殺
の

危
険
性
を
高
め
ま
す
。

⑥
職
場
や
家
庭
で
の
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら
れ

　

な
い

　

居
場
所
や
サ
ポ
ー
ト
が
な
い
と
孤
立
感

が
増
し
ま
す
。

⑦
本
人
に
と
っ
て
価
値
あ
る
も
の
（
職
、

　

地
位
、
家
族
、
財
産
な
ど
）
を
失
う

⑧
重
症
の
身
体
の
病
気
に
か
か
る

⑨
自
殺
を
口
に
す
る

⑩
自
殺
未
遂
に
及
ぶ

　

こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら
相

談
窓
口
や
医
療
機
関
へ
の
相
談
・
受
診
を

お
勧
め
し
ま
す
。

健康
コーナーコーナー

問い合わせ先　保健課健康推進係　☎２３－１３１１　　 １２４２内線

　

自
殺
対
策
基
本
法
に
お
い
て
毎
年
３
月

は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
統
計
に

よ
る
と
、
令
和
４
年
の
全
国
自
殺
者
数
は

前
年
よ
り
８
７
４
人
（
４
・
２
％
）
増
え
、

２
万
１
、
８
８
１
人
と
い
う
結
果
が
で
て

い
ま
す
。
伊
佐
市
で
も
令
和
３
年
、
令
和

４
年
と
も
に
約
10
人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

自
殺
の
原
因
は
、
こ
こ
ろ
や
身
体
の
健

康
問
題
、
経
済
や
生
活
の
問
題
、
家
庭
問

題
の
ほ
か
、
人
生
観
や
価
値
観
、
地
域
環

境
、
職
場
環
境
等
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複

雑
に
関
係
し
て
お
り
、
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
社
会
的
な
問
題
で
す
。

●
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン

　

自
分
や
身
近
な
人
が
次
の
よ
う
な
サ
イ

ン
を
発
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

①
う
つ
状
態
の
症
状
が
あ
る

　

気
分
が
沈
む
、
自
分
を
責
め
る
、
仕
事

の
能
率
が
落
ち
る
、
決
断
で
き
な
い
、
不

眠
が
続
く
な
ど
の
症
状
が
２
週
間
以
上
続

く
よ
う
な
場
合
は
、
医
療
機
関
受
診
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
原
因
不
明
の
身
体
の
不
調
が
長
引
く

③
酒
量
が
増
す

④
安
全
や
健
康
が
保
て
な
い

　

事
故
や
怪
我
が
多
く
な
る
、
自
分
の
健

３月は自殺対策強化月間です。

こころが 疲れて
いませんか？？

・・鹿児島県自殺予防情報センター
☎
相談日：月・木（祝日を除く）
時　間：９～ 12 時・13 ～ 16 時
※面談は事前予約が必要。

・・鹿児島いのちの電話
☎
相談日：24 時間年中無休
０９９－２５０－７０００

０９９－２２８－９５５８

０１２０－２７９－３３８
・・よりそいホットライン
☎
相談日：24 時間年中無休

相 窓 口談
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・・ 菱刈図書館

　（菱刈ふるさといきがいセンター内）

☎ 26－３０００

・・ 大口図書館臨時窓口

　（オニツカ１階店舗内）

☎ 22－０417

　※営業時間　10時～ 18時

休 館 日 ： 月曜日

※月曜日が祝日のときは翌日

開館時間

火 ～ 土：９時～１８時

日・祝日：９時～１７時

へ

図
書
館

よ
う
こ
そ

わたしの本棚

た
い
せ
つ
な
こ
と

フレーベル館

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ズ
・
ブ
ラ
ウ
ン
／
さ
く

レ
ナ
ー
ド
・
ワ
イ
ス
ガ
ー
ド
／
え

う
ち
だ 

や
や
こ
／
や
く

推
薦
者　

山
崎 

由
紀
さ
ん

（
山
野
・
平
出
水
・
羽
月
西
・
牛
尾
小
学
校
司
書
）

　

こ
の
絵
本
は
、
１
９
４
９
年
、

ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
て
以
来
、
世

界
中
で
読
み
継
が
れ
、
２
０
０
１

年
に
日
本
で
翻
訳
さ
れ
出
版
と
な

っ
た
絵
本
で
す
。
読
み
進
め
る
と
、

優
し
く
詩
的
な
文
章
と
美
し
い
絵

が
「
あ
な
た
に
と
っ
て
た
い
せ
つ
な

の
は
…
」
と
、
心
、
頭
、
体
に
語
り

か
け
て
く
れ
ま
す
。
自
分
を
見
失

い
そ
う
な
時
、
答
え
が
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
時
、
何

か
を
確
か
め
た
い
時
な
ど
、
こ
の

絵
本
が
何
度
も
答
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ゆ
っ
く
り
と
し
た
気
分
で
じ
っ

く
り
読
む
の
が
お
す
す
め
で
す
。

お す す め の 一 冊 （新刊全点案内より引用）

風に立つ
柚月 裕子 ： 著 / 中央公論新社

　家庭裁判所に送られてきた少年を預

かる補導委託の引受を突然申し出た、

南部鉄器職人の父・孝雄。父の行動に

戸惑う悟。少年と工房で共に働くうち、

悟の心にも少しずつ変化が訪れて．．．。

　『読売新聞』連載を単行本化。　

所蔵館：両館

図 書 館 情 報

● 

イ
ベ
ン
ト
情
報

親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

日　

時　

３
月
16
日
（
土
）
10
時
～
11
時

場　

所　

菱
刈
図
書
館
（
和
室
）

内　

容

　

園
児
や
低
学
年
等
に
向
け
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映

画
上
映

ふ
れ
あ
い
メ
ル
ヘ
ン
ひ
ろ
ば

日　

時　

３
月
23
日

（土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時

場　

所　

大
口
図
書
館
臨
時
窓
口

内　

容

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ぎ
ん
な
ん
」
に

よ
る
大
型
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

● 

献
本

　

鵜
木　

修
一
さ
ん
（
田
中
）

　

有
満　

修
さ
ん
（
東
京
都
）

● 

今
月
の
新
刊
本

【児
童
】

ひ
な
だ
ん
と
ん
と
こ
と
ー
ん

／
お
お
い 

じ
ゅ
ん
こ 

作
（
両
館
）

ね
え
ね
え
、
き
ょ
う
の
お
は
な
し
は
…

／
大
塚 
勇
三 

再
話
・
訳
（
両
館
）

な
ぞ
な
ぞ
ど
ろ
ん
の
も
り

／
織
田 
り
ね
ん 

文
（
大
口
）

【一
般
】

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
凱
旋

／
森
見 

登
美
彦 

著
（
両
館
）

き
ら
ん
風
月 

／
永
井 

紗
耶
子 

著
（
両
館
）

モ
ノ
の
お
手
入
れ
・
お
直
し
・
作
り
か
え

／
暮
ら
し
の
図
鑑
編
集
部 

編
（
菱
刈
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
刊
案
内
で
掲
載
以
外
の

　

本
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

※
菱
刈
図
書
館
で
は
、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー

　

ナ
ー
を
常
設
し
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
入
れ
替

　

え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
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政
情
報
「
農
の
い
ろ
は
」

　

鍬
で
さ
ら
に
土
を
耕
し
ま
す
。

③
た
い
肥
を
入
れ
る

　

１
畳
分
あ
た
り
約
４
キ
ロ
ほ
ど

④
苦
土
石
灰
を
入
れ
る

　

１
畳
分
あ
た
り
２
握
り
（
約
二
百
グ
ラ

ム
ほ
ど
）

⑤
肥
料
を
入
れ
る

　

作
り
た
い
野
菜
の
種
類
や
性
質
に
合
せ

て
肥
料
を
散
布
し
ま
す
。

⑥
で
き
る
だ
け
深
く
耕
し
た
後
、
平
ら
に

　

な
ら
す

⑦
土
づ
く
り
は
こ
こ
で
終
了

　

一
旦
作
業
は
お
休
み
で
す
。
こ
の
期
間

に
、
土
は
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
改
良
さ
れ

て
い
き
ま
す
。

　

約
２
週
間
経
過
し
た
と
き
に
は
、
本
格

的
に
野
菜
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
畝
た

て
→
植
付
け
→
水
や
り
→
草
取
り
→
追
肥

→
わ
き
芽
取
り
等
々
・
・
を
経
て
、
よ
う

や
く
収
穫
で
す
。
野
菜
づ
く
り
を
通
し
て
、

多
く
の
喜
び
や
楽
し
さ
を
見
つ
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
業
政
策
係　
　
　
　

２
２
８
４

たい肥の種類と効果

牛ふん

 

鶏
ふ
ん
よ
り
も
肥
料
効
果

 

が
や
や
低
い
分
、
土
壌
改

 

良
効
果
は
高
い

鶏ふん

 

牛
糞
よ
り
も
肥
料
効
果
は

 

高
い
分
、
土
壌
改
良
効
果

 

は
低
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
こ
ざ
え
ん（
小
菜
園
）

　

春
に
向
け
て
野
菜
づ
く
り
を
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
自
分
で
野
菜
を
作
る
こ
と
で

「
食
」と
の
関
わ
り
方
や
考
え
方
も
変
わ
っ

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
こ
ざ
え
ん
を
始
め
る
た
め
の

第
１
歩
、「
土
づ
く
り
」
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

● 

よ
い
土
と
は

　

・・
通
気
性
に
富
む　

・・
保
水
力
が
あ
る

　

・・
排
水
が
よ
い　
　

・・
養
分
が
多
い

　

・・
病
原
菌
や
害
虫
及
び
そ
の
卵
、
雑
草

　
　

の
種
子
が
含
ま
れ
て
い
な
い

　

野
菜
は
、
土
の
中
に
根
を
張
っ
て
生
き

て
い
ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
土
の
中
か

ら
養
分
だ
け
を
吸
収
し
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
水
分
も
空
気
（
酸
素
）
も
、

根
か
ら
体
内
に
取
り
込
む
働
き
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
野
菜
が
健
康
に
育
つ
、
ふ
か

ふ
か
の
土
に
改
良
し
ま
し
ょ
う
。

①
土
を
掘
り
起
こ
す

　

ま
ず
生
え
て
い
る
雑
草
や
小
石
を
取
り

除
き
ま
す
。
シ
ャ
ベ
ル
が
土
に
隠
れ
る
く

ら
い
を
目
安
に
掘
り
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

お
お
よ
そ
、
20
～
30
セ
ン
チ
ほ
ど
で
す
。

②
土
粒
を
細
か
く
す
る

農

内
線

福
岡

菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン

に
参
加

新
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
薩
摩
双
龍
剣

士
Ｒ
Ｅ
Ｎ
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
ー
！
薩
摩
双
龍
剣
士
Ｒ
Ｅ
Ｎ
さ
ん
こ

と
、
千
鳥
恋
さ
ん
は
伊
佐
市
役
所
の
職
員

で
、
現
在
は
、
出
向
に
よ
り
鹿
児
島
県
福

岡
事
務
所
に
お
勤
め
で
す
」
な
ん
だ
か
も

う
す
べ
て
が
ば
れ
ま
し
た
（
笑
）
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
そ
の
場
で
手
を
振
る
と
、
周

り
の
ラ
ン
ナ
ー
が
拍
手
を
く
だ
さ
り
、
ア

ウ
ェ
ー
に
感
じ
て
い
た
空
間
も
ホ
ー
ム
の

よ
う
な
気
分
に
。
走
っ
て
い
る
際
も
、
沿

道
で
応
援
し
て
く
だ

さ
る
み
な
さ
ま
か

ら
「
な
に
か
わ
か
ら

な
い
け
ど
か
っ
こ
い

い
ー
♥

」
と
い
う
声

援
（
？
）
を
い
た
だ

き
無
事
完
走
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
！

　

今
回
、
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
で

感
じ
た
の
は
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
市
民

の
み
な
さ
ん
が
参
加
す
る
こ
と
が
良
い
イ

ベ
ン
ト
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

い
う
こ
と
。
沿
道
で
お
菓
子
の
の
っ
た
お

盆
を
持
ち
な
が
ら
ラ
ン
ナ
ー
を
待
つ
姿
か

ら
「
お
も
て
な
し
」
の
心
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。
満
開
の
菜
の
花
と
人
々
の
「
お
も

て
な
し
精
神
」
に
触
れ
、
心
も
体
も
一
足

先
に
春
を
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

（
千
鳥　

恋
）

　

昨
年
４
月
に
福
岡

事
務
所
に
異
動
し
て

か
ら
、
あ
と
少
し
で
丸
１
年
。
県
内
各
市

町
村
の
観
光
課
職
員
の
み
な
さ
ん
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

９
月
に
、
指
宿
市
観
光
協
会
の
福
岡
市

内
セ
ー
ル
ス
事
業
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
会
長
か
ら
「
菜
の

花
マ
ラ
ソ
ン
の
フ
ァ
ン
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
で

て
み
な
い
？
」
と
一
言
。
フ
ァ
ン
ラ
ン
ニ

ン
グ
と
は
今
回
新
た
に
作
ら
れ
た
種
目
で
、

タ
イ
ム
を
計
ら
ず
に
約
12
キ
ロ
の
コ
ー
ス

を
走
り
ま
す
。
走
り
切
る
自
信
は
ほ
ぼ
ゼ

ロ
で
し
た
が
、
観
光
協
会
の
み
な
さ
ん
の

人
柄
と
雰
囲
気
の
良
さ
に
「
ま
た
ご
一
緒

し
た
い
！
」
と
思
い
、出
走
を
決
意
！
（
完

走
し
た
今
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
る
と
大
会
前
日

ま
で
「
逃
げ
だ
そ
う
か
な
ぁ
」
と
思
う
く

ら
い
で
し
た
（
笑
））

　

た
っ
ぷ
り
の
不
安
を
か
か
え
て
迎
え
た

本
番
当
日
。
フ
ァ
ン
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
開
会

式
の
中
で
、
ま
さ
か
の
薩
摩
双
龍
剣
士
Ｒ

Ｅ
Ｎ
の
紹
介
が
！
「
今
回
は
鹿
児
島
県
の

だ
よ
り
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　入学や進学、就職や転勤といった新年度からの生活の変化などに

備えて、何かと買い物が増えるときです。普段の買い物も含めて、

できるだけムダを省き、環境にも家計にもやさしいテクニックを身

につけましょう。

地球にも家計にも
やさしい取組み！ 新生活の準備はムダに注意

問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎２２－１０６０

わが家の
エコエコ対策

ECOECO

新生活のための買い替えがお得なことも

　近年、商品の省エネ性能の進歩はめざましく、テレビや自動車

といった高価な商品も、思い切って買い替えた方が購入費用はか

かりますが省エネになります。持っていない商品の検討だけでな

く、すでに持っている商品の買い替えのタイミングを検討するこ

とも大切です。

　「衝動買い」や「ついで買い」はムダのもと。

事前に十分検討したメモを用意するなどして、

本当に必要なものだけを買いましょう。

本当に必要なものだけを買う

買 い 物

　生産や廃棄過程で環境への負荷

が少ない商品や、省エネ性能の高

い商品が増えています。商品選び

の基準に、価格や性能だけでなく、

エコ基準を加えましょう。

　「地産地消」とは、地元でとれた食材を地元

で消費すること。近くで生産されたものは、そ

れだけ輸送などにかかるエネルギー

コストが抑えられます。

詰め替えられる商品を

エコ商品を買う

「地産地消」 を心がける

長く使えるものを選ぶ

レジ袋のかわりにマイバッグを

　消耗品の予備を買うなら、容器とは別に中身

だけが詰め替え用に販売されている商品を選ぶ。

同様に、充電式の電池

もおすすめです。

　大型の家具や家電などは、目先の価格やデザイ

ンにまどわされず、アフターサービスを含め、長

く使えるものを選びましょう。

　レジ袋の有料化も進む

時代。エコのためにも家

計のためにも、レジ袋を

買うよりもマイバッグを

持参しましょう。

　日本人らしい風呂敷

も便利です。

ＮＥＷ

ＮＥＷＮＥＷ



春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
（
３
月
１
日
～
７
日
）
の
一
環
で
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
が
募
集
し
た

「
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
１
４
６
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

入
賞
者
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
（
市
内
小
・
中
学
校
の
み
順
不
同
・
敬
称
略
）。

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
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問い合わせ先　伊佐湧水消防組合消防本部予防課予防係　☎２２－０１２２

金　賞

 宮田 凛人（牛尾小１年）

 中島 涼太朗（大口東小２年）

 木ノ下 華暖（羽月小４年）

 岩元 悠真（田中小５年）

 川添 愛奈（牛尾小６年）

銅　賞

 熊ヶ迫 愛依奈（山野小１年）

 前田 小夏（羽月小１年）

 久保 七菜（羽月小２年）

 山内 稜馬（牛尾小３年）

 枦木 美和（本城小３年）

 池町 早耶果（平出水小４年）

 久保田 桔望（田中小４年）

 亀割 真由（田中小５年）

 塚元 奏衣（大口東小５年）

 楠八重 斗哉（羽月西小５年）

 柳原 姫愛（針持小６年）

 上村 葵唯（大口東小６年）

銀　賞

 枦木 駿平（本城小１年）

 原口 旭陽（湯之尾小１年）

 福貴島 叡弘（本城小２年）

 松元 将馬（山野小３年）

 南 壮梧（牛尾小３年）

 熊ヶ迫 海杜（山野小４年）

 上村 実乃梨（大口東小４年）

 久保 七星（平出水小５年）

 小島 羽衣音（曽木小６年）

 米澤 莉空（羽月小６年）

 丸山 世夏
 （大口明光学園中１年）

 湯之上 ひなた
 （大口明光学園中１年）

松下　幸士
（平出水小２年）

岩元　愛華
（大口明光学園中１年）

奨
励
賞

小水流　佑奈
（大口小 1年）

德田　珠綺
（大口東小６年）

消
防
長
賞

３月１日（金）～７日（木）

※作品展示の実施を各地域で予定していま

すが、諸般の事情により中止とさせてい

ただく場合もあります。なお、その際は

伊佐湧水消防組合ホームページにて中止

のお知らせと、消防長賞及び奨励賞の作

品を掲載させていただきます。

・・伊佐市文化会館 １階ロビー

[大口地区　小・中学生の作品 ]

・・伊佐市役所菱刈庁舎

１階 玄関ロビー

[菱刈地区　小学生の作品 ]

展 示品作
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Information

○ 住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）は、国民健康保険及び

　国民年金の資格の確認や、選挙人名簿への登録などにつながる大切な手続です ｡

入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動される人は

「正確な住所の届出」が必要です！

○ マイナンバーカードには、最新の住所を記載する必要が

　あります。引越し先の市区町村にマイナンバーカードを持

　参し、必要な手続を行ってください。

◎他の市区町村に転出・転入する場合

◎伊佐市内で転居する場合

【転出前に】

〈オンラインでの届出〉
推奨

〈窓口での届出〉

【転入した日から14 日以内に】 【転入した日から14 日以内に】

マイナポータルを通じオンラ

インで転出届を提出する

マイナンバーカードを提示の

うえ転入届を提出する※１

※１　マイナポータル等を通じて、転入（転居）届の
　　　提出のために来庁予定の連絡ができます。
※２　マイナンバーカードをお持ちの人は、転出証明
　　　書の受取りはありません。
※３　マイナンバーカードをお持ちの人は、マイナン
　　　バーカードを提示してください。

※窓口に出向く必要がありません

転出証明書を添えて※３

転入届を提出する

引越前の

市区町村

【転出前に】

転出届を提出して

転出証明書を受け取る※２

引越前の

市区町村

引越先の

市区町村

引越先の

市区町村

【転居した日から14 日以内に】

窓口で転居届を提出する※１

伊佐市役所

大口・菱刈庁舎

※正当な理由がなく住民票の異動の届出をしない場合、

　５万円以下の過料に処されることがあります。

〇 「転出届」は、マイナポータルを通じてオンラインで提出

　できます。

（おもて面）

○○詳詳ししくくはは、、おお住住ままいいのの市市区区町町村村のの窓窓口口へへおお問問いい合合せせくくだだささいい。。

◎同一の市区町村内で転居する場合

[転居した日から14日以内に]
転居届を提出する

（正当な理由がなく住民票の異動の届出をしない場合、
５万円以下の過料に処されることがあります。）

[転入した日から14日以内に]
転出証明書を添えて
転入届を提出する

◎他の市区町村に転出・転入する場合
[転出前に]
転出届を提出して
転出証明書を受け取る

引越前の
市区町村

引越先の
市区町村

お住まいの
市区町村

入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動される方は、

窓窓口口ででのの「「正正確確なな住住所所のの届届出出」」がが必必要要でですす！！

○○住住民民票票のの住住所所のの異異動動届届((転転出出届届・・転転入入届届・・転転居居届届ななどど))はは、、

国国民民健健康康保保険険及及びび国国民民年年金金のの資資格格のの確確認認やや、、

選選挙挙人人名名簿簿へへのの登登録録ななどどににつつななががるる大大切切なな手手続続でですす｡｡

○○本本人人確確認認書書類類ととななるる「「ママイイナナンンババーーカカーードド」」のの「「住住所所」」等等はは、、

最最新新ののももののににすするる必必要要ががあありりまますす。。

◆◆住住民民票票のの異異動動届届（（転転出出届届、、転転入入届届、、転転居居届届等等））のの手手続続方方法法

0123456789ABCDEF

氏氏名名 番号 花子

平成元年 3月31日生

住住所所 ○○県□□市△△町◇丁目○番地▽▽号

11223344

2025年 3月31日まで有効

性性別別 女

□□市長

(おもて面)

◆  住民票の異動届（転出届、転入届、転居届等）の手続方法

問い合わせ先　市民課市民係（大口庁舎）　　　　　　　１１５７

　　　　　　　地域総務課市民窓口係（菱刈庁舎）　　　２１２０

内線

内線

Information

大口バス停・タクシー待機所の

臨時移設延長について

問い合わせ先

地域振興課　☎２９－４１１３

※工事の進歩状況により前後する

　場合があります。

＜移設期間（予定）＞

９月 30日まで

大大口口元元気気
こここころろ館館

ふふれれああいい
セセンンタターーPP

PP

麒麟

大口
バス停

トトイイレレ

移設

工事予定箇所

交番 臨時バス停
タクシー待機所

タクシー
待機所

大大口口元元気気
こここころろ館館

ふふれれああいい
セセンンタターーPP

PP

麒麟

大口
バス停

トトイイレレ

移設

工事予定箇所

交番 臨時バス停
タクシー待機所

タクシー
待機所

大大口口元元気気
こここころろ館館

ふふれれああいい
セセンンタターーPP

PP

麒麟

大口
バス停

トトイイレレ

移設

工事予定箇所

交番 臨時バス停
タクシー待機所

タクシー
待機所

現在、周辺工事のため臨時移設中の大口バス停

について、移設期間を延長します。
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　空港バスは、水俣・伊佐・湧水地域と鹿児島空港を結ぶ重要な

交通手段です。しかし、年々利用者が減少しているため、このま

までは路線の維持が難しくなってしまいます。大切なバス路線を

守っていくためにも、ご利用をよろしくお願いします。

◎飛行機◎バス

鹿児島→東京
（約１時間55分）最短約38分

鹿児島市内 ・空港間

水俣市

伊佐市

湧水町

鹿児島空港

伊佐・水俣間

約５７分

伊佐 ・湧水間

約３０分

伊佐 ・空港間

約６０分

◎九州新幹線

新水俣→新大阪（約３時間49分）

新水俣→博多（約１時間３分）

空港バスを利用しよう!

　時刻表は、各庁舎窓口で配布し

ています。市内公共交通等のご利

用もあわせてお願いします。

最寄のバス停：明光学園前

問い合わせ先　地域振興課地域資源活用係

　☎２９－４１１３

湯の児チェリーライン

稲葉崎の夜桜

★ゆうすい町

★みなまた市

忠元公園桜並木

　スポットへ
　～♪　ＧＯ　ＧＯ

近場のおすすめ

時刻表・運賃・バス停の

情報はこちら！

https://nangoku-kotsu.com

！

Information

Information

 曽木の滝 ウォーキング見て聞いて たまげた

日    時 ３月 31 日（日）９時～ 12 時（予定）受付８時 20 分～

集合場所　曽木の滝イベントステージ（曽木の滝公園内）

曽木の滝観光案内所　☎２８－２６００　※ 10 時～ 16 時・月曜休館

　今回は、知っていたつもりの曽木の滝を、隅々まで

伊佐市観光ガイド「伊佐の風」が案内するウォーキン

グです。ウォーキング終了後、焼酎・伊佐米・曽木の

滝絶景写真などの景品付きジャンケン大会もあります。

参 加 料　 1人 500円 （保険など）　※当日徴収

申込方法　 曽木の滝観光案内所に電話で申込み

申込期限　 ３月 30日（土）

申込・問い合わせ先

伊佐市観光ガイドが案内する 参加者募集！
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Information

居るだけでいい場所

「 居場所ふらっと～ 」

　日頃から生きづらさを抱え、安心して過ごせる場所がなく困っている人を対象に、心地よい

居場所作りをめざして活動を始めました。このような場に来ることはとても勇気がいることか

もしれませんが、好きな時に来て、好きな時に帰っても、無理に話さなくてもＯＫです。そし

て自分の好きなもの (本・手芸・プラモデル等 )を持ち込んでもＯＫです。

　また本人は来られないけど、様子を見てみたい家族も歓迎します。一人ひとりが尊重され、

大切にされる空間を一緒に作りましょう。

※正面から入って左側にある部屋です。

  当日は案内板を立てます。

共同企画：ピアサポートグループすいせん会　×　基幹相談支援センター

※ここで話した個人情報は外で話さないよう

　にしてください。当日は精神的な困難を経

　験したピアサポーターと基幹相談支援セン

　ターの相談員（40 代～ 60 代の男女）が

　お待ちしています。

問い合わせ先

伊佐市基幹相談支援センター

（大口庁舎福祉課内） ☎２３－１３１７

Information

障害者差別解消法が改正されます

　障害者差別解消法では、障がいを理由とする「不当な差別取扱い」を禁止し、障がいのある

人から申出があった場合に「合理的配慮の提供」を求めることなどを通じ、共生社会を実現す

ることをめざしています。合理的配慮の提供とは、事業者や行政機関等に、障がいのある人か

ら、社会の中にあるバリア（障壁）を取り除くために何らかの対応が求められたときに、負担

が重すぎない範囲で対応を行うことです。

　４月１日に「改正障害者差別解消法」が施行され、事業者（個人事業主やボランティア活動

をするグループなども含む）による障がいのある人への合理的配慮の提供が義務化されます。

　事業所内での周知や規則の見直しの際など、次の情報もご活用ください。

・・内閣府「障害者の差別解消に向けた理解促進ポータルサイト」

　https://shougaisha-sabetukaishou.go.jp/

・・内閣府「障害者差別解消に関する事例データベース」

　https://jireidb.shougaisha-sabetukaishou.go.jp

・・内閣府「合理的配慮の提供等事例集」

　https://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/jirei/example.html

日  時 ３月 14 日（木）
13 時 30 分～ 16 時 30 分

場   所　大口元気こころ館

〇 内閣府「つなぐ窓口」　

  ☎０１２０－２６２－７０１ 
  （10 時～ 17時 ：祝日・年末年始除く）

 　　 info ＠ mail.sabekai-tsunagu.go.jpMail

〇 福祉課障がい者支援係

　☎２３－１３３０
　　　 f-syogai ＠ city.isa.lg.jpMail

参加費無料 申し込み不要

問い合わせ先
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未来館　　　　　

ごみ処理手数料と休館日の改定

大口リサイクルプラザ

３月 31 日で受入れを終了します

■ごみ処理手数料の改定内容

　伊佐湧水環境管理組合未来館の「ごみ処理手数料」と「休館日」が４月１日から改定されます。

　今回の改定は、一般廃棄物の排出抑制や再生利用の推進、排出量に応じた負担の公平性などを主な目

的としています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

　大口リサイクルプラザでのごみの受入れは３月末をもって終了します。

　４月１日以降は、伊佐湧水環境管理組合未来館でのごみの受入れとなります。

これまでどおり、ごみの減量・分別にご協力ください。

■開館時間

８時30分～16時30分
※変更はありません。

問い合わせ先

環境政策課環境保全係

☎２２－１０６０

※10kg未満は 10kgとみなします。

区分 現行　（３月 31 日まで） 改定（４月１日から）

住民が直接搬入する

一般廃棄物

30㎏までは無料

30㎏を超え 10㎏増すごとに

80円加算

50㎏ までは 300円
50㎏を超え 10㎏増すごとに

100円加算　※無料はありません

事業活動に伴って生じた

一般廃棄物

10㎏につき 80円
10㎏を超え 10㎏増すごとに

80円加算

10㎏ につき 100円
10㎏を超え 10㎏増すごとに

100円加算

■休館日の改定内容

現行 改定

  ・・ 毎週 土曜日

  ・・ 12 月 30日～ 1月 3日まで

  ・ ・ 毎週 土曜日

  ・・毎月第 2、 第 4 日曜日

  ・・ 12 月 31 日～ 1 月 3 日まで

問い合わせ先

伊佐湧水環境管理組合未来館事務局

　☎２４－１５０２

確認しよう！
鹿児島県の最低賃金 897円

　鹿児島県内の臨時、パート、アルバイトを含むすべての労働者及び使用者に適用されます。

問い合わせ先

鹿児島労働局労働基準部賃金室

☎０９９－２２３－８２７８

Information

Information

Information ４月１日から

●鹿児島県最低賃金（時間額）　　897 円
　※効力発生日：令和５年 10月６日

●特定最低賃金（産業別最低賃金）
　自動車（新車）小売業　 
　※効力発生日：令和５年 12月 24日

 945 円
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広告

お
し
ら
せ

内
線

内
線

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

工
事
の
補
助
制
度

　

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒
壊
等
の
被

害
を
防
ぎ
、
安
全
な
建
築
物
の
整
備
を
促

進
す
る
た
め
に
、
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修

工
事
の
費
用
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
木
造
の
専
用
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

（
床
面
積
の
過
半
が
住
宅
の
用
途
で
あ

る
こ
と
）で
、現
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
地
上
３
階
建
て
以
下
で
あ
る
こ
と
。

対

象

者

①
～
③
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
木
造
住
宅
の
居
住
者
ま
た
は
所
有
者
で

あ
る
こ
と
。

②
木
造
住
宅
で
所
有
者
と
居
住
者
が
異
な

る
場
合
は
、
当
該
所
有
者
及
び
居
住
者

の
双
方
が
耐
震
診
断
や
耐
震
改
修
工
事

の
実
施
に
つ
い
て
同
意
し
て
い
る
こ
と
。

③
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

補
助
の
要
件

①
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
工
事
の
設
計
・

監
理
は
、
耐
震
診
断
技
術
者
が
所
属
す

る
建
築
士
事
務
所
に
委
託
す
る
こ
と
。

②
耐
震
改
修
工
事
は
、
耐
震
診
断
に
よ
っ

て
耐
震
改
修
が
必
要
と
さ
れ
た
建
物
で

あ
る
こ
と
。

③
耐
震
改
修
工
事
は
、
主
な
耐
震
補
強
箇

所
を
目
視
で
確
認
で
き
る
時
期
に
、
市

が
行
う
中
間
検
査
に
合
格
す
る
こ
と
。

補
助
金
額

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎
年
４

月
１
日
に
所
有
（
登
録
）
し
て
い
る
原
動

機
付
自
転
車
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
軽
自
動
車

等
に
１
年
分
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

使
用
・
所
有
し
て
い
な
い
原
動
機
付
自

軽
自
動
車
税

（種
別
割
）
の
廃
車
・

名
義
変
更
の
手
続
は
お
早
め
に

転
車
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
は
、
３
月
31
日

ま
で
に
廃
車
や
譲
渡
等
に
よ
る
名
義
変
更

の
手
続
が
な
さ
れ
な
い
と
、
引
き
続
き
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
先
は
車
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
伊
佐
市
役
所
税
務
課
で
手
続
す
る
車
種

○
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以
下
）

○
小
型
特
殊
自
動
車（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
市
民
税
係

１
１
８
６

◆
軽
自
動
車
検
査
協
会
で
手
続
す
る
車
種

○
軽
三
輪

○
軽
四
輪

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会

☎
０
９
９
―
２
６
１
―
４
０
１
１

軽
自
動
車
検
査
協
会

鹿
児
島
事
務
所　

☎
０
５
０
―
３
８
１
６
―
１
７
６
１

◆
運
輸
支
局
で
手
続
す
る
車
種

○
軽
二
輪
（
１
２
５
cc
超
～
２
５
０
cc
以
下
）

○
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５
０
cc
超
）

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
運
輸
支
局

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
８
９

◎
夜
桜
提
灯

期

間

３
月
23
日
（
土
）
～

４
月
７
日
（
日
）

点
灯
時
間

18
時
～
21
時
（
予
定
）

◎
マ
ル
シ
ェ
・
フ
リ
マ
イ
ベ
ン
ト

日

時

３
月
30
日
（土
）・31
日
（
日
）

10
時
～
16
時

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
観
光
特
産
協
会

☎
㉙
５
０
１
３

isa.kankou@gmail.com

忠
元
公
園
桜
ま
つ
り
ウ
ィ
ー
ク

助
成
制
度

耐
震
診
断

耐
震
改
修

工
事

補
助
率

３
分
の
２

１
０
０
分
の
23

限
度
額

６
万
円

30
万
円

※
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら

の
要
件
に
該
当
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
類
審
査
の
結
果
、
対
象
と
な

る
要
件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
補
助
金

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

相
談
・
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
建
築
係
（
菱
刈
庁
舎
）

２
２
３
１
・
２
２
３
２

伊佐市役所代表電話　☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い

出店者
募集！

出店料 一日 500 円
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Information

内
線

内
線

内
線

〇
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

〇
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
受
診
券

令
和
５
年
度
分
の
各
助
成
券
の
有
効
期

限
は
、
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

有
効
期
限
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
高
齢
福
祉
係

１
２
２
４

有
効
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

電
気
設
備
年
次
精
密
点
検
の

た
め
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
や
各

種
検
査
等
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
救
急
外

来
を
休
止
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

３
月
10
日
（
日
）

９
時
～
19
時

問
い
合
わ
せ
先

水
俣
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務
課
管
財

係

☎
０
９
６
６
―
６
３
―
２
１
０
１

水
俣
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

点
検
作
業
に
よ
る
診
療
休
止

市
内
立
地
企
業
の
閉
鎖
に
関
す
る

従
業
員
等
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

２
月
に
廃
業
し
た
ス
カ
ラ
ー
㈱
の
従
業

員
の
方
々
に
対
す
る
支
援
制
度
や
支
援
機

関
を
紹
介
す
る
相
談
窓
口
を
、
企
画
政
策

課
産
業
政
策
係
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
産
業
政
策
係
（
大
口
庁
舎
）

１
３
０
４
・
１
３
０
５

令
和
７
年
度
に
飼
料
作
物
収
穫
調
整

機
械
等
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
人

へ事

業

名

　

活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策
事

業
（
通
称
：
降
灰
対
策
事
業
）

内
　
　
容

　

飼
料
作
物
収
穫
調
整
用
等
の
機
械
施
設

整
備
（
補
助
率
65
％
以
内
、
機
械
及
び
施

　

市
で
は
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を

提
供
す
る
た
め
の
体
制
整
備
や
事
業
の
円

滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か

ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
３
年
間
を
計
画
期

間
と
す
る
「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
・

第
３
期
障
が
い
児
等
福
祉
計
画
」
を
一
体

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

的
に
策
定
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
ご

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

策

定

案

「
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
・
第
３
期

障
が
い
児
等
福
祉
計
画
」（
素
案
）

募
集
期
間

２
月
16
日
（
金
）
～

３
月
18
日
（
月
）

閲
覧
場
所

▽
福
祉
課
（
大
口
庁
舎
）

▽
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

意
見
を
提
出
で
き
る
人

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

○
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

る
個
人
及
び
法
人
そ
の
他
の
団
体

○
市
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
に
勤
務

す
る
人

○
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

○
本
市
に
対
し
納
税
義
務
を
有
す
る
人

○
本
計
画
（
素
案
）
に
利
害
関
係
を
有
す

る
人

意
見
の
提
出
方
法

閲
覧
場
所
に
あ
る
所
定
の
様
式
（
自
由

様
式
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）に
意
見
を
記
入
し
、３
月
18
日（
月
）

ま
で
に
郵
送
（
当
日
必
着
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
及

び
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方

内
線

法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

留
意
事
項

〇
住
所
及
び
氏
名
（
団
体
は
所
在
地
及
び

団
体
名
）
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
意
見
と
し
て
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

〇
電
話
に
よ
る
意
見
等
の
受
付
や
個
別
回

答
は
行
い
ま
せ
ん
。

様

式

意
見
提
出
様
式

意
見
の
公
表

提
出
さ
れ
た
意
見
は
、
氏
名
等
の
個
人

情
報
を
除
き
、
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
、

市
の
考
え
を
付
し
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
５
１
１

伊
佐
市
大
口
里
１
８
８
８
番
地

福
祉
課
障
が
い
者
支
援
係
（
大
口
庁
舎
）

１
２
６
５
・

㉒
５
０
３
５

f-syogai@city.isa.lg.jp

設
は
50
万
円
以
上
が
対
象
）

要

件

３
戸
以
上
の
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体

で
共
同
利
用
す
る
こ
と
（
飼
料
収
穫
面
積

は
１
・
５
ha
以
上
と
し
、
農
地
台
帳
で
確

認
で
き
る
土
地
（
借
用
地
含
む
）
と
す
る
）

募
集
期
限

３
月
15
日
（
金
）

そ

の

他

導
入
予
定
の
機
械
、
共
同
利
用
さ
れ
る

農
業
者
、
飼
料
収
穫
面
積
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

※
た
だ
し
今
回
希
望
さ
れ
て
も
令
和
７
年

度
に
採
択
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
畜
産
係
（
菱
刈
庁
舎
）

２
２
４
２
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毎
年
５
月
、
湯
之
尾
滝
周
辺

に
子
ど
も
た
ち
の

健
康
を
祈
り
「
鯉
の

ぼ
り
」
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

破
れ
な
ど
で
役
目
を
終
え
る
も
の
が

多
く
、
数
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
今
年
も

元
気
に
た
く
さ
ん
の
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ

る
た
め
に
ご
家
庭
に
眠
っ
て
い
る
鯉
の
ぼ

り
の
寄
贈
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
振
興
課
観
光
特
産
Ｐ
Ｒ
係

☎
㉙
４
１
１
３

伊佐市役所代表電話　☎２３－１３１１ 内線番号をお伝えください。
担当係におつなぎします。 お・し・ら・せ

内
線

内
線

鯉
の
ぼ
り
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い

次
の
事
業
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
の
商
品
券

へ
の
交
換
と
ポ
イ
ン
ト
手
帳
の
更
新
申
請

　
　

を
受
け
付
け
ま
す
。

　

伊
佐
市
高
齢
者
元
気
度

　

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

対

象

者

65
歳
以
上
の
ポ
イ
ン
ト
手
帳
（
黄
色
）

所
持
者
で
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
を
取
得
し
て

い
る
人

申
請
期
間

３
月
１
日（
金
）～
15
日（
金
）

※
土
日
を
除
く

時

間

８
時
30
分
～
17
時

①
②
事
業
の

「ポ
イ
ン
ト
交
換
・
手

帳
の
更
新
」
を
受
け
付
け
ま
す

商
品
券
へ
の
交
換
方
法

窓
口
に
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
提
出
後
、
取

得
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
商
品
券
と
交
換
し

ま
す
。

手
帳
の
更
新

取
得
ポ
イ
ン
ト
が
５
ポ
イ
ン
ト
に
満
た

な
い
人
は
手
帳
を
更
新
し
ま
す
の
で
、
窓

口
に
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係
（
大
口
庁

舎
）
高
齢
者
支
援
係
（
菱
刈
庁
舎
）

１
２
３
５

　
　
勤
労
世
代
健
康
づ
く
り

　
　
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
事
業

対

象

者

令
和
５
年
度
の
ポ
イ
ン
ト
手

帳
（
桃
色
）
所
持
者

申
請
期
間

３
月
13
日
（水
）～
27
日
（水
）

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

時
　
　
間　

８
時
30
分
～
17
時

※
３
月
13
日
（
水
）
18
時
～
19
時
30
分
は
、

忠
元
公
園
で
も
受
付
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
雨
天
の
場
合
は
伊
佐
市
役
所

（
大
口
庁
舎
）
正
面
玄
関
で
行
い
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
当
日
の
夕
方
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
、
忠
元
公
園

内
に
看
板
を
設
置
し
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
課
健
康
推
進
係
（
大
口
庁
舎
）

１
２
４
４

　

４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
ま
で
の
間
に

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す

る
免
許
試
験
（
国
家
試
験
）
の
実
施
に
つ

い
て
は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht

tps://www.kyushu.exam.or.jp/)

で

令
和
６
年
度

労
働
安
全
衛
生
法
に

基
づ
く
各
種
免
許
試
験

第
３
回
企
業
・
団
体
対
抗
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
交
流
戦

「ｅ
ー

佐
カ
ッ
プ
」

「
ぷ
よ
ぷ
よ
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い
ま
す
。

観
客
に
は
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
参
加
選
手
の
生
の
プ
レ
イ
を
観
戦
し
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先　伊佐市観光特産協会　☎２９－５０１３

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

試
験
の
種
類

　

ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ク
レ
ー
ン
運
転
士
、

衛
生
管
理
者
等

問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
安
全
衛
生
技
術
試
験
協
会

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
２
―
４
３
―
３
３
８
１

①

②
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Information

令
和
６
年
度

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

老
人
ク
ラ
ブ
は
「
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
」
の
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
仲
間
と

と
も
に
元
気
で
楽
し
く
活
動

で
き
る
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
り

ま
せ
ん
か
。
概
ね
60
歳
か
ら

九
州
電
力
㈱
大
塚
発
電
所
（
人
吉
市
東

大
塚
）
の
機
器
更
新
工
事
の
た
め
、
人
吉

方
面
の
国
道
２
６
７
号
の
久
七
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
た
一
部
区
間
が
全
面
通
行
止
め
に

な
り
ま
す
（
左
記
図
）。

日

時

３
月
３
日

（日
）
22
時
～

３
月
４
日
（
月
）
５
時

※
天
候
不
良
等
に
よ
り
１
週
間
後
の
同
時

刻
に
延
期
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
規
制
看
板
及
び
誘
導
員
を
配
置
し
ま
す
。

通
行
の
際
は
開
放
時
間
ま
で
お
待
ち
い

た
だ
く
か
、
国
道
２
６
８
号
宮
崎
県
え

び
の
市
へ
の
迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

正
興
電
気
建
設
㈱

☎
０
９
２
―

５
１
１
―

５
１
０
１

人
吉
市
方
面
国
道
２
６
７
号

一
部
区
間
全
面
通
行
止
め

久七トンネル

み
な
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募　
　

集

広告
加
入
で
き
ま
す
。

地
域
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
場
合
は
、

10
人
以
上
の
お
仲
間
で
の
設
立
も
で
き
ま

す
。
10
人
に
満
た
な
い
場
合
で
も
事
務
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
か
ら
活
動
補
助
金
・
研
修
バ
ス
利
用

な
ど
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。
書
類
の
提
出

等
、
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

４
月
10
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
大

口
元
気
こ
こ
ろ
館
内
）

☎
㉓
２
３
６
１

　

宮
内
庁
か
ら
「
令
和
７
年
歌
会
始
の
お

題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
」
が
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歌
会
始
の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進

要
領

書式図（横長）

お
題
「
夢
」

〒

住

所

電
話
番
号

氏

名

生
年
月
日

性
別

職　

業

ふ

り

が

な

、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、

(

山
折
り
）

⑶
記
載
事
項
は
す
べ
て
毛
筆
で
自
書
し
て

く
だ
さ
い
。

※
毛
筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
は
、
代
筆
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

使
用
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん(

使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進

歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
）。

郵
便
の
あ
て
先

〒
１
０
０
―
８
１
１
１　

宮
内
庁

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。

詠
進
の
期
限　

９
月
30
日
（
月
）

※
９
月
30
日
消
印
有
効

詳
し
く
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
k
u
n
a
i
c
h
o
.
g
o
.
j
p
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

歌
会
始
の
お
題　

「
夢ゆ

め

」

※
歌
に
詠
む
場
合
は
、「
夢
」
の
文
字
が

詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、「
夢
幻
」、

「
夢
中
」
の
よ
う
な
熟
語
や
「
夢
見
る
」、

の
よ
う
に
訓
読
し
て
も
差
し
支
え
あ
り

ま
せ
ん
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

⑴
お
題
を
読
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一

人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

⑵
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）
を

横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、

左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）、

生
年
月
日
、
性
別
及
び
職
業
（
な
る
べ

く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で
書
い
て
く

だ
さ
い
（
書
式
図
参
照
）。

伊佐市役所大口庁舎伊佐市役所大口庁舎
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広告

大
冨　

律り
つ

（
規
雄
・
愛
／
並
木
）

竹
之
内　

珠す

い依
（
信
二
・
沙
織
／
八
坂
町
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

誕
生

・
お
く
や
み
は
、
掲
載
を
希
望
し
た
方

だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（１
月
１
日
～
１
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

飯
塚　

幹
男

70
（
上
青
木
中
）

岩
ノ
上　

榮
治　
　

81
（
郡
山
）

敷
根　

幸
太
郎　
　

92
（
中
元
町
）

重
信　

美
智
子　
　

84
（
里
町
）

下
須
﨑　

美
代　
　

48
（
上
元
町
）

田
添　

俊
弘

81
（
上
八
坂
東
）

伊
達　

ハ
ツ
ヱ

95
（
牛
尾
）

永
𠮷　

京
子

88
（
中
目
丸
）

平
田　

由
美

77
（
里
町
）

益
﨑　

好
則

96
（
新
青
木
）

益
園　

喜
惠
子　
　

71
（
上
目
丸
）

宮
原　

喜
惠
子　
　

101
（
上
ノ
馬
場
）

山
野
地
区

赤
池　

美
代
子　
　

93
（
停
車
場
）

門
田　

ハ
ル
子

92
（
下
之
馬
場
）

川
口　

昭
八

88
（
仲
町
）

塩
口　

ハ
ス
子

93
（
境
目
）

鈴
木　

節

91
（
春
村
）

丸
田　

嘉
与
子

95
（
上
松
）

羽
月
地
区

井
上　

二
刀

89
（
並
木
）

杉
本　

フ
サ
子

81
（
冨
士
）

武　

義
信

91
（
並
木
）

田
原　

ユ
リ
子

88
（
大
島
南
）

田
畑　

イ
ト
ヱ

92
（
金
波
田
）

帖
佐　

ア
キ
子

92
（
下
ノ
木
場
）

帖
佐　

加
代
子　
　

83
（
下
ノ
木
場
）

西
海　

美
香

59
（
崎
山
）

野
中　

睦
子

87
（
髙
津
原
）

松
元　

敏
子

86
（
髙
津
原
）

道
川
内　

學

67
（
湯
ノ
谷
）

森　

幸
一

92
（
金
波
田
）

西
太
良
地
区

外
西　

忠

92
（
諏
訪
）

渡
邉　

康
則

90
（
小
谷
）

菱
刈
地
区

井
手
原　

徹

71
（
重
留
西
）

上
田　

ミ
ギ
ノ　
　

101
（
産
野
）

新
内　

郁

89
（
薬
師
）

寺
下　

清
登

93
（
前
目
中
）

原
口　

カ
ズ

92
（
楠
本
）

原
口　

勝

93
（
楠
本
）

本
田　

キ
ク
ノ

107
（
本
町
）

横
手　

レ
イ
子

83
（
共
進
）

米
満　

シ
ゲ
子

94
（
築
地
）

脇
迫　

文
昭

71
（
重
留
東
）

　
 

　
 伊佐さわやかあいさつ運動伊佐さわやかあいさつ運動

２月活動２月活動 ○ 平出水小学校区

毎月

日は
13

広告

水飽和・粒剤に対応。希望された日時に散布致します。
散布請負面積に制限はございません。10a ～お受けいたします。
また、ご希望があれば農薬の手配も致します。

10a 2,200 円（税込）※薬品代別途

株式会社ＵＰ－ＤＯＷＮ
☎0995-22-2181

担当：カミシタ、ヒジツ
（旧：共同設備工業）

スマート農業事業部

伊佐市大口里 1792 番地
〒895-2511

女性による

　ドローンでの農薬散布

お気軽にお問い合わせください！

〇
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　

「
従
業
員
の
み
な
さ
ま
が
居
住
地
や
出
身

地
な
ど
縁
の
あ
る
地
域
を
指
定
し
て
行
う
募

金
」
に
「
会
社
の
拠
出
」
を
上
乗
せ
し
て
本

市
に
寄
附
金
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
は
、
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

寄　

附

寄　

附

南
永
・
本
城
地
区

大
川
内　

衜
子

91
（
下
荒
田
）

坂
元　

ア
イ
子　
　

91
（
本
城
麓
）

満
薗　

晃

87
（
町
舟
津
田
上
）
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広告 広告

〈
キ
リ
ト
リ

〉

　　　　　　回
かい

まで見
み

てきたように、 SDGs には 17

　　　の目
も く

標
ひょう

が掲
かか

げられています。「17個
こ

もあっ

て大
たい へ ん

変だ！」 と思
おも

われるかもしれませんが、 ど

の目
もくひょう

標も他
ほか

の目
もくひょ う

標と複
ふ く ざ つ

雑に絡
から

み合
あ

っているため、

17 個
こ

を別
べつべつ

々の課
か だ い

題ととらえるのではなく、 一
ひと

つ

のものとして総
そ う ご う て き

合的に考
かんが

えることが大
たいせつ

切です。

　たとえば、「食
しょくひん

品ロスの削
さ く げ ん

減」 について考
かんが

えて

みると、 目
もくひょ う

標 12 の「つくる責
せき に ん

任　つかう責
せき に ん

任」

に関
かん れ ん

連しますが、 食
しょくひん

品ロスの削
さ く げ ん

減に取
と

り組
く

む

と、 食
しょくりょう

料原
げん ざ い り ょ う

材料の損
そん

失
しつ

の減
げんしょ う

少（目
もくひ ょ う

標 2） に

効
こ う か

果があり、 資
し げ ん

源効
こ う り つ

率の改
かいぜん

善（目
もくひょう

標 8） と食
しょくりょう

料

輸
ゆ そ う じ

送時に出
で

る温
おん し つ

室効
こ う か

果ガスの排
はいしゅつ

出減
げんしょう

少（目
もくひょ う

標

13） は同
ど う じ

時に達
たっ せ い

成できると考
かんが

えられます。 また、

持
じ ぞ く

続可
か の う

能な開
かいは つ

発のための知
ち し き

識とスキルの獲
か く と く

得

（目
もくひょ う

標 ４）、 インフラ改
かいりょう

良や産
さんぎょ う

業改
かい ぜ ん

善（目
もくひ ょ う

標 9）、

国
こ く さ い

際的
て き

なパートナーシップの推
すい し ん

進（目
もくひ ょ う

標 17）

などは食
しょくひん

品ロスの削
さ く げ ん

減に貢
こ う け ん

献します。

　このように、 すべての目
もくひょう

標は関
かんれん

連しあっている

のです。

　　　 DGs は 2030 年
ねん

の世
せ か い

界に

　　　　　向
む

けた目
もくひょ う

標です。 みなさん

は 2030年
ねん

、どのような世
せ か い

界であっ

てほしいですか？

　6 年
ね ん ご

後、 きっと、 今
いま

の子
こ

どもたち

が持
じ ぞ く

続可
か の う

能な世
せ

界
かい

を実
じつ げ ん

現するための社
し ゃ か い

会の担
にな

い手
て

になっているでしょう。 大
お と な

人はもちろん、 未
み ら い

来の主
し ゅ や く

役

である子
こ

どもたちが SDGs を知
し

っておくことはとても

大
たいせつ

切です。

前前
ぜ んぜ ん

ＳＳ

　2023 年
ね ん ど

度は、 SDGs の概
が い よ う

要などについて紹
しょうかい

介してきました

が、 伊
い さ

佐市
し な い

内では、 すでに多
おお

くの企
き ぎ ょ う

業、 団
だ ん た い

体等
と う

が SDGs に

取
と

り組
く

んでいます。 来
ら い げ つ ご う

月号からは、 そのような企
き ぎ ょ う

業、 団
だ ん た い と う

体等

の取
と り く み

組を紹
しょうかい

介しますのでお楽
たの

しみに！

　　　 年
ねんか ん

間、 SDGs についてご紹
しょうかい

介するために、 さ

　　　　　　まざまな資
し り ょ う

料を参
さ ん こ う

考にしました。 その中
なか

で、

世
せ か い

界には今
いま

苦
く る

しんでいる人
ひと

たちが想
そ う ぞ う

像以
い じ ょ う

上に多
おお

いこ

と（日
に ほ ん

本も含
ふ く

めて！）を知
し

ることができました。「私
わたし

に

何
なに

ができるかな」 その気
き も

持ちが SDGs 達
た っ せ い

成への第
だい

1 歩
ぽ

です。

　ぜひお家
うち

、 学
が っ こ う

校や地
ち い き

域で SDGs

について調
しら

べたり、 話
はな

し合
あ

ったりし

てみてください。 伊
い さ し

佐市全
ぜんたい

体でパー

トナーシップを組
く

んで SDGs に取
と

り

組
く

んでいきましょう！

１１
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人口のうごき

R６.2. １現在 （前月比）

（住民基本台帳から）

総人口 23,265人 （－  68）

男 10,877人 （－  25）

女 12,388人 （－  43）

世帯数 12,613世帯 （－  27）

広
報
い
さ
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0
2
4
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3
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■
発

行
／

伊
佐

市
役

所
　

〒
895-2511　

鹿
児

島
県

伊
佐

市
大

口
里

1888
番

地
  Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　

　
　

　
　

https://w
w

w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　

info@
city.isa.lg.jp

■
編

集
／

企
画

政
策

課
     　

 ■
印

刷
／

㈱
あ

す
な

ろ
印

刷

　

２
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
、
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
を
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

な
ど
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
は

増
え
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
Ｉ
Ｔ
技
術
の
開
発
競
争

は
め
ざ
ま
し
く
、
先
日
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
文

章
か
ら
動
画
を
作
成
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
に
驚
き
、
そ
の
行
く
末
に
期
待
と
一
抹

の
不
安
を
持
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
Ａ
Ｉ
が

人
間
を
支
配
す
る
「
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
」

の
世
界
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
祈
る
ば
か

り
で
す
。

編
集
後
記

〒８９５－２５１１　伊佐市大口里１８８８番地

広報いさ「読者のひろば」プレゼント係　E-mail:koho@city.isa.lg.jp

コンビニ交付セレモニーでは橋本市長

自らコンビニ交付を体験しました。

投稿先

読

者

の
ひ
ろ
ば

読

者

の
ひ
ろ
ば

読読

者者

のの
ひひ
ろろ
ばば

い
つ
も
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

平
成
29
年
12
月
、「
和
み
の
ひ
ろ
ば
」
に
は
じ
め
て

載
せ
て
も
ら
っ
て
か
ら
、〝
ほ
か
さ
ん
と
い
て
〟
も
70

歳
に
な
り
ま
し
た
。
古
希
の
記
念
に
何
か
欲
し
く
て
、

ニ
シ
ム
タ
に
行
き
、
店
員
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も

ら
い
、
包
丁
研
ぎ
を
買
い
ま
し
た
。
１
→
２
→
３
と
番

号
順
に
ゆ
っ
く
り
引
い
て
研
ぐ
タ
イ
プ
の
物
で
す
。
娘

に
も
ら
っ
た
包
丁
で
、
長
く
使
っ
て
い
た
も
の
で
し
た

が
、
ト
マ
ト
が
ス
パ
っ
!!
と
切
れ
ま
し
た
。
す
ご
く
気

持
ち
が
良
か
っ
た
の
で
、
包
丁
も
包
丁
研
ぎ
も
ず
っ
と

使
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

（
本
城　

ほ
か
さ
ん
と
い
て　

70
代
）

※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも※ふるさと納税は、伊佐の特産品やグルメを全国にＰＲし、地域の活性化にも

 つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！つながっています。市外にお住いのご家族、ご友人にもぜひご紹介ください！

ふるさと納税
返礼品

プ
リ
ン
と
雑
貨
の
小
さ
な
お
店
で
す
。
こ
だ

わ
り
が
詰
ま
っ
た
プ
リ
ン
は
、
と
ろ
～
り
な
め

ら
か
♪
伊
佐
っ
プ
ー（
伊
佐
プ
リ
ン
）で
、ほ
っ

こ
り
小
さ
な
幸
せ
を
お
届
け
し
ま
す
。

代
表
　
小
辻
千
礼

　お便りの中から抽選で、すてきなプレゼントが当たります。
住所・氏名・年齢・電話番号・ペンネームを明記のうえ今月
15日までにご投稿ください。たくさんのお便りお待ちして
います！当選発表は発送をもってかえさせていただきます。
※個人情報はお便りの紹介、プレゼントの発送以外
の目的では使用しません。

№ 37

　１名様

伊
佐
っ
プ
ー

伊
佐
っ
プ
ー

な
め
ら
か
プ
リ
ン
セ
ッ
ト

な
め
ら
か
プ
リ
ン
セ
ッ
ト

（（33
種
×
各

種
×
各
22
個
）
個
）

FFLLOOWWEERR SSTTIINNGGRRAAYY（（フフララワワーー スステティィンンググレレイイ））

代代表表 小小辻辻 千千礼礼

伊伊佐佐市市大大口口大大田田 664422--11
007700--99002244--33559900

【【紹紹介介文文章章】】

ププリリンンとと雑雑貨貨のの小小ささななおお店店でですす。。

ここだだわわりりがが詰詰ままっったたププリリンンはは、、ととろろ～～りりななめめららかか♪♪

伊伊佐佐っっププーー（（伊伊佐佐ププリリンン））でで、、ほほっっここりり小小ささなな幸幸せせををおお届届けけししまますす。。

【【読読者者ププレレゼゼンントト】】

伊伊佐佐っっププーー ななめめららかかププリリンンセセッットト「「計計 66 個個（（33 種種××各各 22 個個））」」

FFLLOOWWEERR SSTTIINNGGRRAAYY（（フフララワワーー スステティィンンググレレイイ））

代代表表 小小辻辻 千千礼礼

伊伊佐佐市市大大口口大大田田 664422--11
007700--99002244--33559900

【【紹紹介介文文章章】】

ププリリンンとと雑雑貨貨のの小小ささななおお店店でですす。。

ここだだわわりりがが詰詰ままっったたププリリンンはは、、ととろろ～～りりななめめららかか♪♪

伊伊佐佐っっププーー（（伊伊佐佐ププリリンン））でで、、ほほっっここりり小小ささなな幸幸せせををおお届届けけししまますす。。

【【読読者者ププレレゼゼンントト】】

伊伊佐佐っっププーー ななめめららかかププリリンンセセッットト「「計計 66 個個（（33 種種××各各 22 個個））」」

FLOWER  STINGRAY
住　：大口大田 642-1　　：070-9024-3590

フ ラ ワ ー ス テ ィ ン グ レ イ

問

第 14 回　伊佐のひな祭り

福かざり

　平和への願いを込めて、ひと針ひと針手作

業で作り上げた作品。３月３日まで開催中で

す。会場の情報など、伊佐市商工会女性部の

ホームページでご覧ください。

（問い合わせ先：☎２２－０２２４）

今
月
の
表
紙
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